
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
し
い1
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

立
春
に
確
か
な
歩
み 

遠大なる理想 あふるる友情 不屈の闘志 

校
門
や
校
庭
の 

桜
、
木
々
の
新
芽 

か
ら
感
じ
ら
れ
る 

春
の
息
吹
が
、
子 

ど
も
た
ち
の
新
た 

な
ス
タ
ー
ト
を
応 

援
し
て
く
れ
て
い 

る
よ
う
で
す
。
令 

和
四
年
度
が
始
ま 

り
ま
し
た
。 

こ
の
た
び
の
異 

動
で
校
長
と
し
て 

着
任
を
致
し
ま
し 

た
日
下
博
文
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

ご
存
じ
の
よ
う
に
本
校
は
昭
和
四
二
年
の
創

立
以
来
、
昭
和
・
平
成
の
激
動
の
中
、
大
勢
の

卒
業
生
に
見
守
ら
れ
伝
統
を
築
い
て
き
た
歴
史 

「

こ

と

の

は
」

龍東だより

［

発

行

者
］

龍

野

東

中

学

校

　

校

長

　

日

下

博

文

校門の桜 

と
伝
統
の
あ
る
学
校
で
す
。
現
在
も
西 

播
磨
で
最
も
大
き
な
学
校
で
、
今
年
度
は

新
一
年
生
一
九
九
、
二
年
生
二
二
〇
、
三

年
生
二
一
六
名
の
合
計
六
三
五
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
始
業
式
・
入
学
式
で

は
、
生
徒
の
ま
っ
す
ぐ
に
前
を
見
据
え
た 

姿
に
中
学
生
と
し
て
の
強
い
意
気
込
み
を
感
じ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
生
き
抜
く
令
和
の
時

代
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
変
化
の
激
し
い
時
代

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で

き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
思
い
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
式
で
次
の
三
つ
の
こ
と
を
お
話
し

し
ま
し
た
。 

 1

．
『
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
努

め
る
こ
と
』 

 
 

自
分
の
命
と
大
切
で
か
け
が
え
の
な
い
人 

の
命
、
そ
し
て
、
学
校
生
活
を
守
る
た
め 

に
は
、
今
後
も
感
染
防
止
が
大
切
で
あ
る 

と
い
う
こ
と 

二
．『
一
日
は
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
あ
い
さ
つ 

で
終
わ
る
。
』 

校
内
の
至
る
と
こ
ろ
に
掲
示
し
て
あ
る

【
龍
東
五
つ
の
誓
い
】
に
ふ
れ
、
人
と
つ
な

が
る
た
め
に
は
、
ま
ず
あ
い
さ
つ
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と 

 

三
．『
先
入
観
を
捨
て
、
物
事
や
周
り
の
人
を
透

き
通
っ
た
目
・
視
点
で
捉
え
る
』 

新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
先
入
観

や
固
定
観
念
を
捨
て
て
周
り
を
見
つ
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
し
い
発
見
や
楽
し

い
出
会
い
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
こ
と 

  

ま
た
、
入
学
式
で
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
本

校
の
創
立
以
来
の
校
訓
（
学
校
目
標
）
に
ふ
れ
、

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

四
．『
遠
大
な
る
理
想
』 

東
中
生
と
し
て
大
き
な
夢
を
持
つ
こ
と 

五
．『
溢
る
る
友
情
』 

仲
間
を
大
切
に
し
、
仲
間
を
増
や
す
こ
と 

六
．『
不
屈
の
闘
志
』 

仲
間
と
と
も
に
最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と 

   

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
生
涯
に
わ

た
る
生
き
方
の
基
礎
作
り
に
向
け
、
本
校
が
積

み
上
げ
て
き
た
歴
史
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
全

教
職
員
と
と
も
に
誠
心
誠
意
努
力
を
積
み
重
ね

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
本
校
へ
の
深
い
ご
理

解
と
温
か
く
力
強
い
ご
支
援
・
ご 

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願 

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

第２７号（４月号） 

令和４年４月 15日 

職員紹介 

私の子育てコラム 『どれも第１志望！』 
私にはこの春高校 1年生になった娘がいます。娘が高校を受験するときの話ですが、県内の

私学、公立の推薦入試、公立一般入試の準備をしているとき、私が娘に『どの高校が第 1志望

なんだ？』と聞くと、『どれも第 1志望！』と答えてきました。私は合格すればどこでもいいの

かと思い、いい加減ではっきりしないやつだなと思いました。しかし、よく聞いてみると娘は

それらの高校のオープンハイスクールに参加して、受験予定の一つ一つの高校に対して『その

高校で頑張りたいこと』を見つけていたようです。30年以上教師をしていて『すべてが第 1志

望』などという指導をしたことはありませんでしたし、考えたこともありませんでした。改め

て今の進路選択・進路指導のあり方を考え直すいい機会になりました。 

 

校長 日下博文

教頭 細川政幸

学年代表 花畑康介 体育 野球

1組担任 山田耕由 社会 ソフトボール

2組担任 松井敦子 国語 男子ソフトテニス

3組担任 平地敏郎 理科 女子卓球

4組担任 藤本由佳子 家庭 ソフトボール

5組担任 伊藤竜治 体育 剣道

新学習指導 鎌谷和平 数学 女子バスケットボール

学習指導 濱野文彰 数学 陸上

掲示教育 長尾佳代 英語

教科書 小河公代 英語

中1ギャップ 中山浩美 体育

学年代表 福水貴浩 数学 野球

1組担任 木村圭甫 社会 女子ソフトテニス

2組担任 田中透 社会 陸上

3組担任 宮山永 英語 ギターマンドリン

4組担任 玉田好美 理科 女子バレー

5組担任 八幡陽典 技術 サッカー

6組担任 加藤歩美 英語 水泳

同窓会 志水康平 美術 美術

新学習指導 永井里実 英語 女子ソフトテニス

福祉教育 長尾亮佑 理科 剣道

環境教育 森本翔太 体育 サッカー

学年代表 髙田篤憲 体育 男子ソフトテニス

1組担任 市川大貴 数学 男子バスケットボール

2組担任 圓井裕子 英語 陸上

3組担任 鵜野敦也 英語 男子バレー

4組担任 村田弦生 国語 女子バスケットボール

5組担任 藤本卓也 数学 男子卓球

6組担任 城田由香理 英語 美術

児童生徒支援 大西修一 理科 女子ソフトテニス

人権教育 清久尚美 国語 女子卓球

給食指導 藤谷静郁 音楽 ギターマンドリン

出席統計 前川侑紀 体育 男子バレー

新学習指導 山口彰 数学

指導方法工夫改善 東龍太 社会

支援部代表 寺内和恵 理科 男子卓球

８組担任 筒井由佳 体育 家庭科・生花

９組担任 上原祐加 英語 ギターマンドリン

10組担任 辻弥希 理科 女子バレー

11組担任 水野奈保子 国語 吹奏楽

12組担任 菊岡薫 国語 男子バスケットボール

多人数支援 寺脇和美 国語

介助員 村上さおり

支援員 山本廉

教育・学事計画 杉山誠人 理科 水泳

生活指導 石井孝征 数学 吹奏楽

養護 嵯峨山文子

主幹マネジメント 山本英男 音楽

ＡＬＴ アナベル

フレンドシップ指導員 武内勇大 英語

事務職員 前田有香子

事務職員 藤井裕子

事務職員 東元佳美

用務員 岩田さゆり

スクールカウンセラー 田中美紀
スクールソーシャル

ワーカー 森村尚美
スクールサポートス

タッフ 堤誠子

１年部

２年部

３年部

特別支援部

校務部


